
日本エム・イー学会平成１５年度第２回理事会議事録 
 

日時：平成１５年７月２３日（火） １４：００～１６：００ 

会場：学士会分館 ６号室 

 

＜出席者＞ 

会 長：上野照剛 

副会長：赤澤堅造、安藤譲二 

理 事：石原 謙、岡田正彦、荻野和郎、梶谷文彦、神谷 暸、佐藤俊輔、佐藤正明、砂川賢二、辻岡克彦 

林紘三郎、福井康裕、堀 正二、山越憲一、山本克之 

監 事：千田彰一、星宮 望 

特別委員長：稲田 紘（ＭＥ技術教育） 

大会長：千原國宏（第１７回秋季） 

支部長：栗城真也（北海道） 

幹 事：岩坂正和 

事務局：高柳 建 

 

＜欠席者＞ 

理 事：菊地 眞、北畠 顕 

特別委員長：楠岡英雄（ＢＭＥ） 

支部長：佐々木和男（北陸）、寺本 滋（中国・四国）、飛松省三（九州）、山内一信（東海） 

米澤 義道（甲信越） 

幹 事：伊良皆啓治 

 

1.理事会成立が確認された． 

2.平成１５年度第１回理事会議事録（１５‐２‐２）が承認された。 

3.会員：入退会希望者リストが回覧され，これらについて全件を承認した．この結果，正会員２，６９８名（３３

名減），正会員海外４３名（１名減）、準会員３９２名（１４２名増）、準会員海外１名（増減なし）、維持会員３

１社４５口（１社２口減）、顧問２１名（増減なし）、名誉会員３１名（増減なし）となった。 

4.循環器学用語合同委員会（１５‐２‐４）への参加の依頼を了承し、堀 正二理事を推薦することとした。 

5.ＪＡＣＭ委員推薦の件（１５‐２‐５）について、山口隆美先生を推薦することが承認された。 

6.論文誌「生体医工学」英文名称：Transactions of Japanese Society for Medical and Biological Engineering

の略称の件（１５‐２‐６）については、山本克之理事の方で文献検索システムでの名称競合の調査を行った上

で問題がなければ「Trans. JSMBE」に決定することとなった。 

7.第１８回日本エム・イー学会秋季大会の開催は石原 謙理事を大会長とし愛媛にて開催することで了承された。 

8.学会名称変更の案として３案提出され（１５‐２‐８）、議論がなされ各理事から名称変更に向けて作業を進める

ことに賛意が表明された。変更までの流れについて説明がなされ、評議員を対象とするアンケートの文案につい

て検討がなされた。本理事会に於いては第２案「日本生体医工学会」に最も多くの期待が寄せられたが、評議員

あてのアンケートでは第１案「日本医用生体工学会」、第２案「日本生体医工学会」、３．その他の３案併記とす

ることとした。 

9.第９回第１種ＭＥ技術実力検定試験合格者（案）（１５‐２‐９）が稲田紘理事から提出され合格者が認定された。

今回の受験者は２６．５％増であった。 

10.平成１５年度各種委員会のメンバー（１５‐２‐１０）について確認がなされ一部の変更の後、承認された。Ｂ

ＭＥ編集委員会の岡田正彦委員の代わりに山本克之委員が就任する。教育委員会の佐藤俊輔委員長から若手夏の

学校の検討も進めることが述べられた。 

11.第１９期日本学術会議会員候補について総務の佐藤正明理事から説明がなされた。佐藤俊輔先生の候補者選出が

残念ながら認められなかった件、および、松尾裕英先生の候補者選出の件が報告された。 

12.赤澤堅造副会長より、生体医工学シンポジウム２００３（２００３年９月５～６日、北海道大学）の演題数が１

０１件になったことが報告された。 

13.千原國宏（第１７回秋季大会）大会長から、第１７回日本エム・イー学会秋季大会大会の準備状況について説明

がなされた。若手発表会を行い、選奨委員会（委員長：赤澤副会長）を組織して表彰を行うことが述べられた。

IEEE Asia-Pacific との同時開催であるがフロアは異なり、懇親会は合同開催することなどが説明された。 

14.山越憲一（第４３回大会）大会長）から、第４３回日本エム・イー学会大会大会の準備状況について説明がなさ

れた（１５‐２‐２２）。より多くの学生に参加して頂くため、学生参加者は会員、非会員問わず、３０００円と

することが提案され承認された。また、英文のポスター、サーキュラーを作成する予定であることが報告された。 



15.平成１５年度の日本エム・イー学会理事会日程（１５‐２‐２３）が佐藤正明理事より報告された。 

16.その他： 

・ 上野照剛会長より、日本学術会議・人間と工学（医用工学）研連委員長へ南谷晴之先生が選出されたことが
報告された。 

・ 科研費の時限付科目に「人工感覚」が選択され、審査員として１２名の人選を８月２日までに行うこととな
った。 

・ 以下の支部状況報告がなされた。：北海道支部大会（１１月４日、十数件の演題、教育講演含む）。東北支部
大会（１１月１４日、於米沢）。四国支部大会（１１月４日、於高松）。 

・ 林紘三郎先生から、本年８月のシドニーでの国際ＭＥ学会における演題受付が既に 1000 件に到達しているこ
とが紹介された。（最終的には 2500 件程度見込） 

 

（配布資料） 

１５‐２‐１        平成 1５年度第１回理事会議題 

１５‐２‐２  平成１４年度第５回理事会議事録（案） 

１５‐２‐３        平成１４年度第４回理事会入退会審査対象者 

１５‐２‐４          「循環器学用語合同委員会」へのご参加のお願い 

１５‐２‐５        JACM 運営委員の選出に関して 

１５‐２‐６        論文誌「生体医工学」英文名称略称の件 

１５‐２‐８        社団法人 日本エム・イー学会 学会名称変更の件 

１５‐２‐９        第９回第１種 ME 技術実力検定試験合格者（案） 

１５‐２‐１０       社団法人 日本エム・イー学会 平成１５年度各種委員会一覧 

１５‐２‐１９       第１９期日本学術会議の会員として推薦すべき者について（通知） 

１５‐２‐２２       第４３回 日本エム・イー学会大会 準備状況 

１５‐２‐２３       平成１５年度理事会日程決定のお知らせ 

 

追加資料 

若手研究者奨励賞選奨委員会について 

第１７回日本 ME 学会秋季大会準備状況報告 

 


